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助成団体： ●●●●●●●● http://xxxx-xxxxxx.com

中学3年生を対象とした無料塾を開講

継続化の期待に応えられるよう、今後も頑張っていきます
このたびは助成していただき、本当にありがとうございました。当団体としては初めての
試みで、不安な中での事業実施ではありました。また、新型コロナの影響で様々な制約
が課せられるなか、資金が潤沢にあったということは非常に大きな強みとなりました。今後、
市民に認められる活動に発展させていきたいと考えております。

助成団体：特定非営利活動法人　やまがた絆の架け橋ネットワーク	 http://kakehasi.jpn.org

共同助成（山形県遊技業協同組合）

「子どもの未来を育む居場所づくり」事業

様々な事情で学習塾に行くことを選択しなかった
中学3年生に対する無料塾「フローラ塾」の実施

様々な場面での「格差」が問題となっている。経済的なハンディキャップがあっても学びの場や体験の場に参加でき
る居場所を作ることで、子どもの将来に格差が生じることがないよう、子どもたちの成長に寄与することを目的に、子
ども食堂とミックスさせた無料塾を開講した。受講生全員が見事、志望校合格を果たした。

地方都市においても子どもの学習状況や　
子育て環境に格差が拡大しつつある現状

山形県寒河江市に拠点を置くNPO法人「やまがた絆

の架け橋ネットワーク」は、2012年に東日本大震災におけ

る福島県の避難者支援バス「うえるかむ号」を運行する

ために結成された「絆の架け橋推進協議会」を前身母体

とする団体で、大規模自然災害での支援活動、NPO団

体の活動支援、子ども食堂をはじめとする子どもの居場

所づくり活動と、活動の幅を広げてきた。子どもの居場所

づくりでは、自団体の活動だけでなく、山形県内の各居場

所づくり団体へのサポートも行っている。

地元の寒河江市のような地方都市においても親の仕事

や収入、価値観などの違いで子どもの学習状況や子育て

環境に格差が拡大しつつある。また、困窮世帯でなくとも

家計的に厳しいという理由から、学習塾に行かない子、行

けない子が比較的多いにもかかわらず、小中学生の子育

てを支援する民間団体もなく、そのような活動は行われて

こなかった。

同法人では子ども食堂を実施するなかで、本当に困っ

ている世帯は世間体を気にしてなかなか声を上げられな

いという実態がわかったため、親や家庭の状況が子ども

の学びや生育環境の差になることは絶対に避けなければ

ならないという思いから、既存の子ども食堂の活動とミック

スさせ、学習支援や各種体験を提供する無料塾を新規

で立ち上げることで、セーフティネットを広げ、本当に困っ

ている世帯が声を上げやすい環境づくりに取り組むことに

した。

子ども食堂を兼ねた無料塾を開講して　　
進学意欲のある子どもたちをサポート

無料塾「フローラ塾」は2021年8月から準備を開始し、

10月から３月20日まで、大学生4名の講師によって、月2～

3回、土曜日に開催した（2時間学習）。参加者は寒河江

市内の中学3年生を対象とし、8名が参加。都合の良いと

きの参加ではなく、最後まで参加する方式をとり、高校受

験を目標に、その日やりたい教科を自分で選んで想定問題

を解き、解説していく方式とした。また、12月25日は合宿勉

強会とし、市内ホテルに１泊、夜まで勉強会を実施したう

えで、翌日は体験学習として世界のクリスマスケーキを学

ぶとともに、ケーキ作りにトライした。

活動を振り返り、一番の喜びは「受講者全員が志望校

に合格した」だという。さらに、「学力そのものよりは、勉強

しようという姿勢が時間とともに強く感じられるようになり、

強制ではない宿題を毎回出したが、全員が宿題をこなし

てきた。また、寒河江市教育委員会の後援を受けることが

でき、行政側のサポートとして会場の使用料の免除や、市

内の中学3年生全員への受講生募集のチラシの配布が

できました。受講者の兄弟からは、来年は自分が行きたい

という声が届いています」と、同事業の担当者は話す。

本来であれば、食事タイムは一般的な子ども食堂のよう

に食材を購入して手作りのものを食べるのが望ましいが、

今回はPOSCの助成により資金があったことから、新型コ

ロナの感染対策も含め弁当に切り替えたという。また、そ

の弁当を新型コロナで売り上げが落ち込んでいる飲食店

に発注できたことで、地元の経済活性化に少ないながらも

貢献することができたという。

特定非営利活動法人　やまがた絆の架け橋ネットワーク
代表理事　早坂 信一さん

山形県遊技業協同組合より
子どもたちの将来に格差が生じないようにするこ

とが、地域社会を構成する一員としての責務だと感
じています。

無料塾「フローラ塾」を告知するチラシ

勉強会の翌日にはケーキ作りにトライ市内のホテルで勉強合宿を実施


